
石浦バイパス（宮峠トンネル）が、令和２年１２月１２日（土）に開通し、

12月～3月の積雪時期を越え、冬期の安全性が向上しました。

■旧国道41号交通量の約９割がバイパス側に転換

■3年ぶりの2ｍを超える積雪量の中、スタック車両０、交通事故０

国土交通省 高山国道事務所

令 和 ３ 年 ５ 月 １ ４ 日

国道41号石浦バイパス（宮峠トンネル）の整備効果

～冬期の安全性の向上～

・開通区間：国道４１号石浦バイパス（宮峠トンネル）
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■国道41号石浦バイパスは、高規格道路「高山下呂連絡道路」の一部を構成し、
交通安全の確保、救急医療活動の支援、地域生活の支援等を主な目的とした国道
41号のバイパス道路です。

■令和2年12月12日、宮峠トンネル区間（延長3.6km）と現道活用区間（延長1.1km）を
合わせた延長4.7km区間が開通し、旧国道41号交通量の約9割が、バイパス側（宮
峠トンネル側）に転換しました。

い し う ら たかやま げ ろ

国道４１号石浦バイパス（宮峠トンネル）

区間概要と開通後の交通量

別紙１
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：開通済区間（2車線）、 ：事業中区間（4車線）、 ：主要渋滞箇所

国道41号石浦バイパス 延長9.2km
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出典：交通量調査結果（開通前：令和2年11月17日、開通後：令和2年12月22日）
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約9割の交通が転換

●開通前後の交通量

今まで冬期は、神経を使った運転を
しなければなりませんでしたが、トンネ
ルが開通したおかげで快適に通勤で
きるようになりました。 50代男性

（市役所職員）

：旧国道41号 ：宮峠トンネル

石浦バイパス

高規格道路
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国道４１号石浦バイパス（宮峠トンネル）

スタック車両の発生状況

■石浦バイパス（宮峠トンネル）に並行する旧国道41号では、急勾配区間があったた
め、冬期においてスタックする車両が発生していました。

■石浦バイパス（宮峠トンネル）の開通により、冬期（12月～3月）では、スタック車両は
発生しませんでした。
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●開通前後冬期の交通状況

写真②：宮峠トンネル（久々野町側）
【急勾配・急カーブのないトンネル構造】

写真①：旧国道41号
【大型車によるスタック発生状況】
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至 名古屋

至 富山

▲

宮峠782ｍ

急
勾
配
区
間

最大縦断勾配
i=6.0%

縦断勾配
i=3.5%

写真②

：開通済区間

：一般国道

：旧国道41号

：急カーブ箇所（曲線半径100m未満）

：急勾配区間（縦断勾配4.0%以上）

：スタック発生箇所

〈冬期の交通状況〉

出典：高山国道事務所資料（H27～R1）
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■旧国道41号で発生していた事故のうち、約4割が冬期（12月～3月）に発生し、重大事
故になりやすい正面衝突事故が多発していました。

■宮峠トンネル開通後の冬期（12月～3月）では、3年ぶりの2mを超える降雪量であった
が、事故は発生しておらず、冬期の安全性が向上しました。

国道４１号石浦バイパス（宮峠トンネル）

冬期の安全性向上

別紙３
い し う ら みやとうげ

写真：旧国道41号で発生したスリップ事故
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●事故発生状況

●開通前（旧国道41号）の冬期の事故類型

出典：
事故データ：開通前）ITARDAデータ（H22～R1）、開通後）ヒアリング調査結果（R2.12～R3.3）
通行規制時間：高山国道事務所資料 開通後）R2.12～R3.3 

旧国道41号宮峠区間の大きく右にカーブする箇所でスリップしたことがあり、以来冬の季
節は憂うつでしたが、トンネルのおかげで安心して通勤できます。

40代女性
（市役所職員）
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重大事故になりやすい

正面衝突事故が約7割

●高山市の降雪量
R2年度は、3年ぶりの
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出典：
降雪量：気象庁高山観測所
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通行規制の発生もなし
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